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令和6年度地域マネジメント教育研究プロジェクトの紹介

・奄美民謡の継承のネットワークに関する調査及び歴史的録音のデジタル化
梁川英俊（法文学部人文学科）

・奄美大島大和村における地域資源果樹の利用に関する学際的研究
香西直子（農学部農学科）、兼城糸絵（法文学部人文学科）

・地域と現代文化との関わりを発掘・検証しその可能性を探究するプロジェクト
太田純貴（法文学部人文学科）、菅野康太（法文学部人文学科）、
農中至（法文学部法経社会学科）、清水香（教育学部）		

・旧城下町鹿児島「博学連携」プロジェクト2024
小林善仁（法文学部人文学科）、南直子（法文学部人文学科）、永迫俊郎（教育学部）

・沖永良部における島妻慣行と女子教育の伝統：奄美群島及び沖縄離島との比較研究
中谷純江（総合教育機構グローバルセンター）、
中嶋晋平（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、先田光演（えらぶ郷土研究会）、
桂弘一（和泊町議会）

・鹿屋における〈水の記憶〉を未来に―水資源との豊かな共生を目指して―
難波美芸（総合教育機構グローバルセンター）、
伴野文亮（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、川西基博（教育学部）

・奄美群島の経済・社会課題解決に向けた歴史資料利活用プロジェクト
澤田成章（法文学部法経社会学科）、伴野文亮（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、
日髙優介（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、鈴木優作（同左）、
金子満（法文学部法経社会学科）、安藤良祐（法文学部法経社会学科）、
三浦壮（法文学部法経社会学科）

・鹿児島の地域づくりに公民館が果たした役割の歴史的検証と現代への継承・発展―鹿児
島県日置市を事例に―

酒井佑輔（法文学部法経社会学科）、農中至（法文学部法経社会学科）
・与論島からの「移民」についてのオーラルヒストリー研究：
　森崎和江『与論を出た民の歴史』の「その後」

藤村一郎（総合教育機構キャリア形成支援センター）、
酒井佑輔（法文学部法経社会学科）

・シマ社会の新たな知の循環に向けた奄美の集合的記憶形成に資する字誌の利活用
農中至（法文学部法経社会学科）、高梨修（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、
小栗有子（法文学部法経社会学科）

・地域に生きる、歴史を生きる：高大生の歴史実践と協働型価値創造
石田智子（法文学部人文学科）、伴野文亮（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、
中嶋晋平（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、兼城糸絵（法文学部人文学科）、
松井敏也（筑波大学）、村野正景（静岡大学）

・「種子島研究」の探索とアーカイブ化による教材および教育方法の開発
出口英樹（高等教育研究開発センター）、伊藤奈賀子（高等教育研究開発センター）、
日髙優介（「鹿児島の近現代」教育研究センター）、鈴木優作（同左）
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・島嶼の伝統野菜の維持・保存と教育への活用
　～伝統野菜と郷土の食文化を復活させる食育プログラムを通して～

一谷勝之（農学部農学科）、小栗有子（法文学部法経社会学科）、中野八伯（教育学部）、
山口幸彦（教育学部）


